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“病理のサクラ”が、ニーズにお応えできる
病理支援システムを提供いたします。

病理システム
病理支援システム

機器・消耗品に関するお問い合わせ
「サクラサポートライン」

学術的なご相談
「病理の110番」

www.sakura-finetek.com
注文・カタログ請求等の
お問い合わせ

東京都中央区日本橋浜町 2-31 - 1  浜町センタービル

0120-392-874

病理標本作製のウェットラボ

0120-155-390 03-5643-2630

発売

病理関連技術情報サイト
「標本道場」
www.sakura-finetek.com

主要機能一覧

推奨環境

開発元

福岡市博多区博多駅前2-3-7　サンエフビル8F

PT-10
名称
病理システム PT-10

電子カルテ

受付

　※詳しくは担当者にご相談ください。

オーダリングシステム対応
オーダ受信・到着確認
診断結果 , 会計情報 , 進捗情報送信

カレンダー機能（迅速情報を表示）
ダッシュボード表示（期限超過リスト表示）
タスク振分機能

科別・入外別集計CSV 出力機能
細胞診認定施設年報 CSV 出力機能
業務報告用集計CSV 出力機能

タスク状況表示

バーコードラベル印刷
標本ラベル印刷
受付一覧・印刷
依頼書イメージ取込
依頼書バーコード読取による自動関連付け
染色ワークシート印刷（組織診 /剖検）

画像取込
描画機能

描画機能（切出図など）
画像コメント入力機能
番号スタンプのブロック数への引継ぎ機能
画像（JPEG）の標本番号との自動関連付け機能
画像のコピー／エクスポート機能

Windows PC
CPU：インテル® Core™ i 5 プロセッサー同等以上
メモリ：8GB以上
SSD：256GB以上
モニタ解像度：1920 × 1080 以上

切出・染色
入力

免疫染色等登録時の加算選択
ブロック毎の染色入力機能
カセット印字★
スライドガラス印字★

進捗

診断状況表示

自動進捗更新機能

Windows Server

PostgreSQL

未診断、保存、結果未送信等の表示機能

検索

診断報告

標本貸出

複数条件を指定しての検索機能（NOT検索可）
検索結果一覧の印刷・CSV 出力機能

標本番号を指定しての報告書一括出力機能
報告後未読・既読管理機能

標本貸出管理機能
貸出日指定での情報一覧表示機能

診断

ICD-O-3 入力★
SNOMED入力★
検査士／診断医ごとの所見 /判定入力機能（細胞診）
追加報告機能
診断医名の自動登録機能
既往歴一覧の表示
診断／所見定型文入力支援機能
スペルチェック機能

集計画面

ISO等
品質管理支援

TAT管理
検体受取記録
受付不備記録
電話対応記録
固定時間記録
ブロック・スライド進捗管理
入出庫管理、検体保管先記録　等

※★が付いている機能はオプションとなります。詳細は担当者にご相談ください。  
※ハードウェアはご要望に合わせ、最適な構成を提案させていただきます。詳細は担当者にご相談ください。  

本体構成

Windows Server（仮想環境可）
CPU：インテル® Xeon® 同等以上
メモリ：16GB以上
HDD実効容量：4.0TB 以上 （RAID5）
バックアップ：外付けHDD, NAS
UPS：有り

OS
Windows 11OS

データベース

本体構成

※本カタログ記載の内容については、予告なく変更することがあります。



ハードウェアはご要望に合わせ、
最適な構成を提案させていただきます。
詳細は担当者にご相談ください。

標本作製から結果公開まで、
システムがお手伝いします。
お客様に寄り添い続けるサクラの専門スタッフが、
病理システムをご提供いたします。

病理部門で使用される様々なシステムや
装置との連携が可能です。

● 自動薄切装置
● 液状化検体細胞診装置
● 自動免疫染色装置
● バーチャルスライドシステム
● 電子カルテ／オーダリングシステム
● 地域医療連携システム
● スライドプリンター
● カセットプリンター

病理支援システム
システムに対応オーダリング

電子カルテ

切出情報入力

画像取込

カセットプリンタ出力

自動薄切装置用データ出力

スライド
プリンタ出力

WS Iスキャナ連携

帳票印刷

報告書印刷

依頼書取込

バーコード
ラベル出力

メインサーバー

バックアップ
ストレージ

自動染色装置用
データ出力

診断結果のWEB公開にも対応。
未読・既読チェック機能を有し、
診断の参照・確認漏れのチェックが可能です。
病院連携（遠隔診断）にも対応。

病理システム PT-10

切出情報として入力した番号スタンプは、
システム内でブロック情報として自動で
引き継がれ、作業を軽減します。

バーコードを利用し、進捗確認および標本
提出時のチェックを可能にします。

バーコードを利用することで、
省力化や入力間違い防止の一助となります。

病理
サーバー

電子
カルテ

標本
作製

受付

診断

切出


